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序文

 「一ノ坂遺跡」は、米沢盆地の西南部に位置する縄文前期の集落遺跡で、河岸段丘に広がる

 豊沃な果樹園地帯です。近年、この地域も急速に住宅地化が進行しており、平成元年に個人の

 住宅建設工事に伴う緊急発掘調査が実施されました。

 その結果、国内最長の大型住居跡が発見され、さらに、製作途上の未完成品を含む約二百万

 点を超える石器類が出土しました。このようなことから、この大型住居跡は石器を製作してい

 た工房跡と考えられます。

 その後、平成2年から平成6年に亘って、文化庁の国庫補助事業の採択を受け、学術調査を

 実施してきました。その概要は、第1集～第5集からなる『一ノ坂遺跡調査概要』として発刊

 しております。本書は、これらの調査成果を集大成したものであり、“本文・挿図編”及び“写

 真図版編”の二分冊にして収録してあります。

 今回の重要な発見に鑑み、市ではこの大型住居跡地を買い取り、遺構を保存しており、関連

 する周辺地についても、土地所有者の理解を得て、現況保存しております。

 また、一ノ坂遺跡等で使用された石器材料の頁岩は、本市の西側を流れる鬼面川流域にかけ

 て存在することが分布調査によって確認され、全国でも最大級の頁岩産地であることが判って

 きました。現在、米沢市の365箇所の縄文時代の遺跡は、このような背景の中で成立したもの

 と考えられます。

 本市には、このような、私たちの祖先が残した貴重な文化遺産が数多くあり、これらを長く

 後世に継承していくことは、現在を生きる私たちの重要な責務であると考えております。今後

 とも関係各位の格段の御理解御協力を賜りますようお願い申しあげます。

 最後になりましたが、今回の発掘調査や報告書の作成にあたり、御助言、御協力をいただき

 ました皆様に、心から感謝申し上げますとともに、本書が学術研究の場のみならず、広く生涯

 教育にも活用されんことを切に念願いたします。

 1996年3月

米沢市教育委員会

 教育長相田　實



例言

 1.本報告書は、平成元年度(第一次調査)から平成6年度(第八次調査)の期間で実施した

 発掘調査の成果をまとめたものである。

 第Ⅰ次及び第Ⅱ次調査は、宅地造成に伴う調査、第Ⅲ次から第Ⅷ次は遺跡範囲確認調査で

 あり、文化庁の国庫補助を受けて実施した。

 2.発掘調査は、米沢市教育委員会が主体とり、大型竪穴住居跡確認及びその周辺の開発予定

 地域を中心に実施した。

 3.第一次から第八次までの調査体制は下記の通りである。(敬称略、順不同)

 ●第Ⅰ・第Ⅱ次調査(平成元・2年度)

 調査総括二宮幸雄(社会教育課長)

調査担当手塚孝

 調査主任菊地政信、金子正廣

 調査員原三郎、小林理香

 作業員皆川清助、中島国雄、遠藤昭一、藤守伊知郎、勝美文男

 水野哲、中村幸男、佐藤由美子、出口孝造、柳町昌孝

 事務局梅津幸保、小林伸一、山田隆、山口恵美子

 ●第Ⅲ次調査(平成2年度)

 調査総括小関薫(文化課長)

調査担当手塚孝

調査主任山田隆

調査副主任石渡肇

調査員菊地政信

 作業員原三郎、中島国雄、出口孝造、遠藤昭一、皆川清助

 水野哲、横内昌彦、柳町昌孝、諸橋正一、菅野泰之

 柴崎造、五十嵐拓

 事務局木村琢美、小林伸一、舟山弘行

 ●第Ⅳ次調査(平成2年度)

 調査総括小関薫(文化課長)



  調査担当　　 手塚孝

 調査主任　　 菊地政信

  調査副主任　山田隆、赤木博幸

 調査員　　　　原 三郎

 作業員　　　　五十嵐拓、遠藤忠一、加藤文雄、窪寺己枝子、剣重金造

 　　　　　　　　 小浦文吉、斎藤明子、佐藤栄吉、佐藤能婦子、沢根英夫

 　　　　　　　　 水野 哲、須藤寅夫、鈴木由美子、皆川清助

 事務局　　　　木村琢美、小林伸一、舟山弘行

 ●第Ⅴ次調査(平成3年度)

 調査総括　　 小関 薫(文化課長)

 調査担当　　 手塚 孝

 調査主任　　 菊地政信

 調査副主任　月山隆弘

 作業員　　　　原 三郎、穴沢茂雄、安部ふみ子、石井よそ子、遠藤昭一

 　　　　　　　　 加藤文教、小浦文吉、小関晴雄、黒田よし子、武田房次郎

 　　　　　　　　 沢根英夫、佐藤栄吉、中島国雄、島貫六助、鈴木由美子

 　　　　　　　　 星 努

 事務局　　　　木村琢美、小林伸一、平間洋子、山田隆

 ●第Ⅵ次調査(平成4年度)

 調査総括　　 木村琢美(文化課長)

 調査担当　　 手塚 孝

 調査主任　　 菊地政信

 調査副主任　月山隆弘

 作業員　　　　遠藤忠一、黒田よし子、小浦文吉、佐藤栄吉、沢根英夫

 　　　　　　　　 芳賀二雄

 事務局　　　　我妻淳一、小林伸一、平間洋子

 ●第Ⅶ次調査(平成5年度)

 調査総括　　 木村琢美(文化課長)

 調査担当　　 手塚 孝

 調査主任　　 菊地政信

 作業員　　　　遠藤忠一、遠藤昭一、小浦文吉、黒田よし子、中島国雄

 　　　　　　　　 松本三郎、芳賀二雄、原三郎、島貫六助、丸山トシ子



 武田房次郎、菊地そのえ

 事務局我妻淳一、月山隆弘

 ●第四次調査(平成6年度)

 調査総括舟山豊弘(文化課長)

調査担当手塚孝

調査主任菊地政信

 作業員遠藤忠一、小浦文吉、武田房次郎、菊地そのえ、平間洋子

 松本三郎、丸山トシ子

 事務局我妻淳一、月山隆弘

 ○調査指導芹沢長介、加藤稔、小林達雄、川崎利夫、工藤雅樹、

 岡村道雄、原田昌幸

 文化庁、国立歴史民俗博物館、山形県教育委員会、

 山形県立博物館、山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館

 東北歴史資料館、栃木県立博物館、

 ㈲福島県文化センター、

 ○調査協力赤木伊勢吉、赤木友之、山田誠次郎、山田由子、丸山亥吉、

 伊藤忠士、提苦、渡部重夫、米住建設㈱

 4.挿図の縮尺は、各図面にスケールで示した。

 5.本遺跡の調査成果については、既に現地説明会資料や概報等にその内容の一部が紹介され

 ているが、本書の記載内容はそれらに優先するものである。

 6.遺物は整理し、米沢市埋蔵文化財資料室(米沢市万世町桑山200番地)に一括保管してい

 る。

 7.本書の作成は、手塚孝、菊地政信が担当したが、全体的には手塚が総括した。編集は手

 塚、責任校正は我妻淳一がその責務にあたった。



凡例

 1本報告書の遺構・遺物については、次の略号を使用した。

 HB－大型竪穴住居跡MY－埋設土器

 HY－竪穴住居跡BZ－石器

 DY－土墳AZ－土器

 SY－集石遺構

 GY－地床炉

 PY－ピット

 石器実測図でのスクリーントーンは、磨滅痕を示し、縁辺の実線は、使用箇所を示した。

 挿図の縮尺は、土器拓影図:3分の1

 実測図:3分の1・4分の1

 石器実測図:1.5分の1

 礫器実測図:3分の1とした。

 復元時の写真図版については縮尺不同とし、その他はスケールで示した。

 4挿図の方位は真北に統一してある。

 5石器の計測については最大幅と最長を計測した。

 6石器の分類については各群について実測図を作成し、細類を加えた。

 7石材に関しては『原色岩石図鑑』(益富寿之助著、1979年発行)を参考にした。

 8土色については『新版標準土色帳』(㈲日本色彩研究所、1970年発行)を使用した。
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 第1章一ノ坂遺跡の概要

 第1節遺跡の位置と地形『第1図』

 本遺跡は、米沢市矢来一丁目1073-4番地他に所在する。現状は、さくらんぼ・りんご等の果

 樹園が大半で、他に畑地、宅地、原野となっている。遺跡の立地する地形は、笹野(斜平)丘

 陵の北端部に位置する標高451.6mの御成山から北東に張り出した尾根の山麓より、丘陵の侵

 食作用によって東側に堆積した緩やかな傾斜面が南北に延びている。この台地の縁辺部には、

 南北から西側にかけて発達した段丘が丘陵に沿って顕著にみられるが、これらはかって松川と

 鬼面川が氾濫を繰返して形成された河岸段丘とみられている。

 遺跡は、この台地に立地しており、笹野丘陵から流れる左右の小さな沢と東の河岸段丘が複

 合したことによって小規模な舌状台地を示している。

 遺跡の範囲としては、標高257m～260mを有する舌状台地の東側一帯にあたり、これまでの

 分布調査と試掘調査から南北約180m、東西約90mの範囲と想定される。また、一ノ坂遺跡周

 辺は縄文時代を中心とした数多くの遺跡が分布する地域でもあり、一ノ坂遺跡から笹野丘陵の

 山麓を南進する一帯をみると李山地区の窪遺跡を始め、繰返遺跡・地蔵園遺跡など約30箇所の

 遺跡が存在している。さらに、一ノ坂遺跡の西側にも鬼面川によって形成された河岸段丘に沿

 って、生蓮寺遺跡・舘山a～c遺跡などの縄文時代を中心とした10箇所ほどの遺跡が確認され

 ている。

 これらの遺跡は、縄文時代の前期～後期にかけての遺跡を中心とするが、伊達氏ゆかりの舘

 山城が隣接していることもあって、城跡・塚群・廃寺跡などの中世遺跡も数多く分布している

 のも特徴である。

 第2節調査の経緯

 平成元年度(1989)年4月に本遺跡の一部に宅地造成の申請が米沢市建設部建築課に提出さ

 れたのを受け、米沢市教育委員会が申請地一帯の試掘を実施したところ、縄文時代に係る多量

 の遺物が検出したことから、関係者と協議を重ね緊急発掘調査を実施することになった。

 調査は、平成元年5月12日から同年6月30日の期間で行い、順次進めたところ、縄文前期初

 頭に属する全長43.5mの大型竪穴住居跡1棟と多量の遺物を検出した。

 出土した遺物は、住居内部を中心に約200万点に及ぶもので、他に類を見ないものであった。

 特に石器群は、石鏃・石鈷・両尖匕首・石匙の4機種を中心にしたものであり、その製作過程
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 を示す製作途中の石器を始め、製作断念の石器、製作失敗の石器、完成石器と剥片を合わせる

 と膨大な量の石器が住居跡内部の整地層より検出されている。しかも、石器群は炭化クルミと

 砂等を加えて第Ⅰ層～第Ⅴ層の4枚の整地層として認められ、まさに意図的に敷き詰められた

 ものであった。

 このことから、一ノ坂遺跡で確認された大型竪穴住居跡は石器を専門に製作していた大型工

 房跡と判明した。

 しかも、これまでに確認された全国の大型住居跡のほとんどは、性格が解明されたものは少

 ないことから、一ノ坂遺跡の石器製作工房跡の発見の意義は大きく、縄文時代の生産と大型住

 居跡の構造や縄文社会の経済を考える上で極めて注目される資料となった。

 こうした成果を鑑み、米沢市教育委員会は、地権者の赤木・山田両氏と協議を重ね、両地権

 者の全面的な協力と文化庁、県文化課の指導を受けながら、大型住居跡を中心とした550㎡の

 範囲を現状保存とする措置を行った。

 一方、一ノ坂遺跡全体の性格と遺跡の範囲、遺構の分布密度を把握するために平成2年度か

 らは、国庫補助の採択を受けて平成6年度(第Ⅱ次調査～第Ⅷ次調査)に亘る調査を実施して

 いる。

 この中で、平成3年度の第Ⅲ次・Ⅳ次の調査では、臼玉と石器を埋納した墓壙の確認と平成

 元年に検出された大型竪穴住居にほぼ並行すると推測される時期の一般居住地域を確認してい

 る。住居跡群は、一辺が3m～5m前後を示すもので、長方形プランを主体とした小規模な竪

 穴住居跡群が3～4期の切り合い関係を示しながら検出されている。

 平成4年及び5年の第Ⅴ次・第Ⅵ次調査では、これまでの縄文時代の遺跡としては前例のな

 い9棟の竪穴住居跡を一直線に配列した全長約50mに及ぶr連房式竪穴住居跡」が検出された。

 この遺構は、第Ⅲ次・第Ⅳ次調査で検出された竪穴住居群の下層面からの確認で、ほぼ大型竪

 穴住居の整地面の第Ⅳ層に並行するものと考えている。

 最終年度となる平成6年度の第Ⅷ次調査では、遺跡の南側を中心としたボーリング探査の中

 で新たな大型竪穴住居跡を確認するなど、貴重な成果をあげることができた。

 以下、簡単に各調査次に分けてその概要を記す。
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 第2章第Ⅰ次調査

 第1節調査の経過『第2図』

 調査は、宅地造成範囲と取付け道路を含む約800㎡を対象として平成元年5月12日～同年6

 月30日の予定で着手した。調査にあたり、河岸段丘と段丘の下部を区分するために段丘の下を

 A～D・M区、段丘の上をE～L・N～Sと8m×8mのグリットを設定する。重機による表

 土剥離を5月12日、面整理を5月12日～5月16日まで行い、5月18日からは精査を進めたとこ

 ろ、多量の遺物が段丘の下場に沿って検出された。

 一方、段丘の上部は砂利層と礫層であることや表土が浅く、一部後世の撹乱を受けているこ

 ともあって明確な遺構は認められなかった。従って、遺構・遺物が密集する段丘の下場を中心

 に調査を進めることにした。5月23日からは、第2層を撤去し、第3層上面で遺構の検出にあ

 たった。

 確認面が黒褐色土であるため遺構の確認は、苦労を要したが、調査区の中央にに沿って溝状

 の遺構が細長く東西に認められた。しかも、遺構確認面からは石器の剥片、チップ、炭化物が

 異常なほどに混入していることから竪穴住居跡が重複する可能性が高いとの判断で、慎重にプ

 ラン確認作業を5月31日まで行った。しかし、遺構の切り合い関係は認められず、大型溝状遺

 構としてA～Dの4グリットにベルトを残し、層位ごとに掘り下げたところ大型の竪穴住居跡

 であることが判明した。しかも住居跡はさらに東側に延びることから8m×10mの拡張M区を

 新たに設定しする。

 さらに調査が進む段階で、住居跡の南側に隣接して排水溝と推測される溝状遺構(KY27)

 も確認された。6月1日からは大型竪穴住居跡(BH1)の内部の覆土の掘り下げを第Ⅰ層～

 第Ⅳ(F1～F4)の順で進め、重要遺物は測点・記録を行い、住居跡内部の土層は全てポリ

 袋に収納し採取した。

 6月20日からは住居跡の床面を主体に精査を行い、柱穴・炉跡・溝・土壙等の確認と掘り下

 げ、並行してセクション図・遺物出土平面図・遺構平面図・写真撮影と進め、6月30日の現地

 説明会をもって終了した。

 第2節検出された遺構

 第1次調査で検出された遺構は、河岸段丘の下場に沿って認められた大型竪穴住居跡と住居

 内外に付随する土壙等の施設、それに明治頃と推測される集石土壙、風倒木壙である。ここで
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 は、大型住居跡と付随遺構に大別し、その概要について述べることにする。

 Ⅰ大型竪穴住居跡(HB1)『第3図～第25図』

 2層面を除去した面、つまり3層上面のグリットA～D・M区にかけて検出されたもので、

 ほぼ東西方向に主軸長を示す全長43.5mの竪穴住居跡である。平面プランは両端が丸味を有し

 た長楕円形をなし、幾分北側寄りに外曲気味に反る形態となっている。住居跡の幅はA区とM

 区が3.9m～4.1m、B区付近で3.7m～3.9m、C区付近が3.4m～3.8m、D区付近で3.4m～3.8

 mと住居跡の両端がやや広く、中央にかけて若干狭くなるのを特徴とする。

 柱穴は、壁柱穴を主体にほぼ1m前後と比較的等間隔に配列され、P1～P90と左右45本を

 対象に90本を有している。柱の大きさとしては、15㎝～30㎝、深さ25㎝～45㎝をなし、住居壁

 から内側に580～680の傾きを示していた。

 壁の深さはC区・D区が28㎝前後、A区・B区・M区が21㎝～25㎝を確認面から床面までを

 測る。

 炉は、中央部からやや南寄りに配置され、西側よりGY14・GY12・GY10・DY4・DY

 20・DY17の6個所の地床炉が認められているが、後述する整地層第Ⅰ層～第Ⅴ層(F1～F

 4)の第1層面まで機能していたのはGY14・GY12・GY10の3基であった。ちなみに、第

 Ⅱ層面にはDY14を加えた4基、第Ⅲ層面はDY17を加えた5基となり、床面の6基から整地

 層が増すごとに東側より炉跡が減少することになる。

 床面は、各整地層面から堀込まれた遺構がみられるが、ほぼ平坦で、全体的に西側から東に

 かけてやや傾斜を示している程度である。床面を基準とした比高差は、西端と東端では僅か25

 ㎝であった。

 ⅡHB1の層序と遺物

 住居跡の内部には前述したように4枚の整地がなされている。各整地層の手法は、剥片を中

 心とした遺物層に炭化クルミを砕いた炭化層を敷き、さらに微砂質の砂質層で覆う3枚の層を

 基本としている。遺物を混合した層の厚さは各層序と区によって一定しないが、炭化クルミは

 0.5㎝～2.2㎝、砂質層は0.3㎝～2.5㎝前後を示している。

 BH1出土の遺物としては、整地層位やグリットによって異なっているが全体的なグリット

 内での出土数で要約するとB区が遺物全体の約半分以上を占める1,139,936点、次いでM区の

 294,117点、D区の256,265点、A区の215,133点、C区の136,954点となっていることからBH

 1の空間としてはB区の依存する割合が多く用いられたものと考えられる。

 ここでは各グリットごとに整地層の特徴や検出遺物の状況について要約することにする。な
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 お、文書表現を簡略するために整地層の第Ⅰ～Ⅳ層をF1～F4と表現する場合がある。さら

 に、グリットに対する区とした表現は、大型竪穴住居であるBH1のグリット区分であり、正

 式には「例・BH1Aグリット地区」となるが、ここではA区と表現している。

 遺物の細分に関しては、土器・石器・礫器・炭化物が基本となるが、石器製作工房の特性か

 ら石器群については、石鏃・石匙等の完成石器とその製作過程での失敗品と判断される「所謂」

 分類可能な石器を「分類石器」、全体の長さが3㎝以上を越える剥片をフレーク、3㎝以内の

 細剥片をチップと便宜上表現した。

 1)第Ⅰ層面の層序と遺物『第4図～第10図』

 第Ⅰ層面の層序はA区が3㎝前後と薄いがグリットのB～D・M区は約5㎝前後を示してい

 る。遺物総数は、1,421,820点で、整地層の中では最も出土量が多く、フレーク・チップ等の

 剥片類を含めた石器群の1,418,393点を筆頭に土器類2,948点、、礫器が21点となっている。遺

 物の中心となる剥片は、B区が圧倒的に多く検出され、次にD区、M区の順となっている。こ

 の中で分類石器は、石鎌類の第1群石器を中心に458点が含まれる。

 以下、各区による遺物の細別数はつぎの通り。

 第1表BH1第Ⅰ層(F1)出土遺物類計表

       細別・出土地区A区B区C区D区M区計

       土器片4765839975513412,948

       分類石器59887416374458

       フレーク5377166579297703,609

       チップ53,072986,28276,351168,152130,9271,414,784

       礫器43221021

       合計54,148987,67278,081169,797132,1221,421,820

       炭化物9203808106905603,360

 *炭化物の単位はg

 2)第Ⅱ層面の層序と遺物『第4図・第5図・第11図～第15図』

 第Ⅱ層面の層序は、グリットM区が約10㎝前後と厚い整地層となっているが、他の区として

 は4㎝～6㎝前後を示す。遺物総数は、25,645点で、整地層の中では最も出土量が少ない。フ

 レーク・チップ等の剥片類の24,828点を筆頭に、土器類が712点、、礫器が25点となっている。

 遺物の中心となる剥片は、M区が圧倒的に多く検出され、次にB区、D区の順となっている。

 この中での分類石器は、石鏃類の第Ⅰ群石器と石匙類の第Ⅱ群石器を中心として380点が含まれる。







 以下、各区による遺物の細別数はつぎの通り。

 第2表BH1第Ⅱ層(FⅡ)出土遺物類計表

       細別出土地区A区B区C区D区M区計

       土器片803109781144712

       分類石器60634068149380

       フレーク5467914288852,3625,012

       チップ6016,5267292,3999,26119,516

       礫器54221225

       合計1,2927,6941,2963,43511,92825,645

       炭化物3409246807624973,203

 *炭化物の単位はg

 3)第Ⅲ層面の層序と遺物『第4図・第5図・第16図～第20図』

 第Ⅲ層面の整地層は、2㎝～5㎝前後と平均的な堆積を示している。クルミによる炭化物は、

 A区～D区にかけて顕著にみられ、剥片の含む覆土内に焼土が多量にに混入するのを特徴として

 いる。遺物の総数は289,414点で、整地層の中では後述する第Ⅳ層とほぼ等しい数量となっている。

 遺物の細別をみると、フレーク・チップ等の剥片石器類が286,949点、土器類が1,966点、、

 礫器が40点となっている。主体遺物となる剥片は、グリットM区が圧倒的に多く、次にA区、

 D区の順となっている。この中での分類石器は、B区・D区を主体に両尖匕首類の第Ⅲ群石器

 と石鈷類の第Ⅳ群石器が比較的中心となり459点が検出されている。

 以下、各区による遺物の細別数は次の通り。

 第3表BH1第Ⅲ層(FⅢ)出土遺物類計表

       細別出土地区A区B区C区D区M区計

       土器片5483924303682281,966

       分類石器111119569380459

       フレーク1,1429866257456864,184

       チップ86,3449,5314,05954,836127,995282,765

       礫器97341740

       合計88,15411,0355,17356,046129,006289,414

       炭化物2,0705205893504353,964

 *炭化物の単位はg











































 4)第Ⅳ層面の層序と遺物『第4図・第5図・第16図～第20図』

 第Ⅳ層面として扱う層序は、Ⅳ層面の整地層と床面出土の遺物を加えたものである。層序は、

 3㎝～6㎝前後と平均的な堆積を示し、他の整地層と比較してやや炭化物の量が多いのが特徴

 である。遺物総数は、305,346点で、整地層の中では第Ⅲ層とほぼ等しい。フレーク・チップ

 等の剥片石器299,528点を筆頭に土器類が5,503点、、礫器が73点となっている。遺物の中心と

 なる剥片は、グリットB区が圧倒的に多く、次にA区、C区の順となっている。この中での分

 類石器は、B区を主体に石鎌の第1群石器、両尖匕首類の第Ⅲ群石器と石匙類の第Ⅲ群石器、

 石錐の第Ⅴ群石器等が多く242点が含まれる。また、床面から土墳にかけて完形土器を含め、

 土器群が圧倒的に多いのも特徴であり、大型の深鉢形の大半も第Ⅳ層面からの検出である。

 以下、各区による遺物の細別数はつぎの通り。

 第4表BH1第Ⅳ層(FⅣ)出土遺物類計表

       細別・出土地区A区B区C区D区M区計

       土器片1,4252,6835943414605,503

       分類石器51135281315242

       フレーク5511,0303301111102,132

       チップ69,500129,49651,44326,51420,443297,396

       礫器1211983373

       合計71,539133,35552,40426,98721,061305,346

       炭化物2,130260..3204892913,490

 *炭化物の単位はg

 BH1内からの各区による遺物総数は次の通り。

 第5表BH1出土遺物総計表

       細別・出土地区A区B区C区D区M区計

       土器片2,5293,9682,1181,3411,17311,129

       分類石器2814051983373181,539

       フレーク2,7763,7032,0402,6703,92815,117

       チップ209,5171,131,835132,582251,901288,6262,014,461

       礫器3025161672159

       合計215,1331,139,936136,954256,265294,1172,042,405

       炭化物5,4602,0842,3992,2911,783140,017

 *炭化物の単位はg
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 ⅢBH1内の遺構

 BH1内部とその周辺から検出されている遺構は28基で、この中でBH1の竪穴住居跡に伴

 うと想定される施設としては、DY4・GY10等の地床炉やDY3・DY25の土壙を含め14基

 が存在する。

 ここでは、住居跡に伴う遺構を主体に説明を加える。

 1)地床炉『第3図,第26図,第27図』

 住居跡床面の中央南寄りに、A区にGY14・B区にGY12・C区にGY10・D区にDY4・

 M区にDY20とDY17の2基の6基が存在する。前者のA区～C区の炉跡に関しては約6m前

 後の間隔で配置されているが、D区とM区の3基の炉跡は4m～6mと間隔が狭くなっている。

 形状は円形プランを有し、長径が45㎝～60㎝、床面からの深さが9～20㎝を測る。

 これらの炉跡は、各整地層の全てに伴うものではなく、既に前述しているように、住居跡の

 構築された初期(床面)からFⅣの整地段階までは、6基の炉跡が存在していたが、FⅢの整

 地の段階ではDY20が整地とともに埋められDY4・GY10・GY12・GY14・DY17の5基

 が機能している。

 さらに、FⅡの整地の段階に入るとDY17が埋められ、DY4・GY10・GY12・GY17の

 4基が機能しているとみられる。

 FⅠの整地の段階に入ると、GY14はFⅡの整地によって埋められ、DY4・GY10・GY

 12の3基が炉跡として機能するもので当初の半分となる。

 このように整地を繰返ごとに炉跡が減少する背景には、大型住居跡の空間における機能とし

 ての役割の移動とも捉えることも可能であり、前述したBH1の各整地層におけるグリット内

 の極端な出土遺物の相違に表れているものと考えけれる。

 炉跡内からの遺物としては、フレク・チップを中心にGY12の3,977点を最高にGY10の

 1,073点と続き、炉跡全体の総数は6,107点が出土している。

 2)土壙『第3図,第26図,第27図』

 住居跡のD区・M区を中心に7基が確認された。この中で住居跡に伴うものは、FⅡからの

 遺構としてDY18・DY19の2基、FⅢからの遺構がDY6の1基、床面及びF4の遺構がD

 Y3・DY5・DY25の3基の計6基であり、DY15に関しては後世の遺構とみられる。形状

 は、円形及び楕円形をなす。

 この中で注目されるのがDY25である。B区の北側壁に沿って存在するもので、長径が2.7

 m、短径2.23m、床面からの深さが11㎝を測る。内部にはF3つまり、整地第Ⅲ層の段階で埋
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 められた整地層が堆積しており、第29図－1,第30図－1,第44図－1の大型深鉢形土器3点

 を含む土器片52点、フレーク・チップ等の剥片が8,488点と石鏃5点を含む分類石器が8点、

 それに炭化クルミが651g出土している。

 DY25の覆土は2枚に分けられ、多量の焼土や炭化物が混入し、大型深鉢形土器は底面につ

 ぶれた状況で検出されている。このことから、遺構の時期としてはFⅣの整地された時期から

 F3の整地の行われる直前の間に機能していたと推測され、覆土の様子や大型の深鉢形土器の

 存在を考慮すれば、住居内部の調理等に係る施設の可能性が指摘される。

 土壙内出土の遺物としては、剥片石器を中心にDY3の13,812点を筆頭にDY25の8,548点、、

 DY5の5,606点と続き、総数で31,835を数える。

 3)溝状遺構(KY27)『第3図,第4図～第25図』

 BH1の大型住居跡の北側に隣接して確認されたもので、幅が68㎝～105㎝、確認面からの

 深さが25㎝～46㎝を測る。覆土は2～4枚で、南側の斜面からの自然堆積状況を示していた。

 遺物は少なく、土器片10点と剥片365の計357点であった。遺構の確認面が大型竪穴住居跡と

 同じ3層上面であることや覆土の状況から住居跡と同時期に機能した、つまり、共存していた

 可能性が強く、段丘直下という特異な立地などを想定すれば、住居跡に伴う排水溝と推測する

 のが妥当といえる。

 4)その他の遺構『第3図,第4図～第27図』

 PYとSY記号を有する遺構を一括する。SY記号の遺構は、現代の耕作によって露出した

 河原石を処理するために掘られたもので、PY記号の遺構は、立木等の移植痕および中・近世

 頃の不明遺構とみられる。ただし、PY2はFⅡ面の遺構。PY21に関しては、竪穴住居跡に

 伴う柱穴の一部であることが判明している。

 第1次調査で確認された各遺構の詳細は次の通り。
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        第6表第1次調査の遺構計測表

        遺構№検出地区層位形状長径短径深さ備考

        PY1BHIA2円形403215

        PY2BHICFⅡ～Ⅳ隅丸方形363412

        DY3BHIDFⅢ～Ⅳ不整円形13412424

        DY4BHIDFⅠ～Ⅳ円形857611地床炉

        DY5BHIDFⅣ円形13411413

        DY6BHICFⅢ～Ⅳ円形11610513

        PY7BHIC1楕円形792414

        SY8D区1楕円形1006324

        SY9D区1楕円形05111

        GY10BHICFⅠ～Ⅳ円形947817地床炉

        SY11BHIB1長方形19714348

        GY12BHIBFⅠ～Ⅳ不整円形1029611地床炉

        SY13B区1長方形1489395

        GY14BHIAFⅡ～Ⅳ不整円形83788地床炉

        DY15D区2円形655818

        PY16D区2円形878322

        DY17BHIMFⅢ～Ⅳ円形807814地床炉

        DY18BHIMFⅡ～Ⅳ円形524812

        DY19BHIDFⅡ～Ⅳ円形55?7

        DY20BHIMFⅣ円形1028615地床炉

        PY21BHIMFⅣ円形46407

        PY22M区1円形21618512

        PY23D区2楕円形715030

        PY24M区2楕円形554318

        DY25BHIBFⅣ楕円形27022311

        SY26M区1方形656352

        KY27A～D・M区FⅣ68～105         25～46溝状遺構

        PY28M区2楕円形715113



        第1次調査での遺構内出土遺物の詳細は次の通り。第7表第Ⅰ次調査の遺構出土遺物総計表
        遺構№検出地区土器フレークチップ分類石器礫器計

        PY1BH1C11

        PY2BH1C88

        DY3BH1D1118813,59913113,812

        DY4BH1D283721383

        DY5BH1D33255,5485,606

        DY6BH1C2031,76511,788

        PY7BH1C44286164346

        SY8D区111667,03426147,251

        SY9D区101624,883145,060

        GY10BH1C21,0711,073

        SY11BH1B171283,01215363,208

        GY12BH1B463,9673,977

        SY13B区1311694783732847

        GY14BH1A22

        DY15D区116781798

        PY16D区246

        DY17BH1M230230

        DY18BH1M1871872

        DY19BH1D1410411

        DY20BH1M442422

        PY21BH1M392392

        PY22M区0

        PY23D区0

        PY24M区0

        DY25BH1B52328,45688,548

        SY26M区0

        KY27A～D・M区1015250275

        PY28M区0

        合計38086853,8471318855,314

        -39-



 第3節検出された遺物

 第Ⅰ次調査で検出された遺物は総数2,163,876点を数える。今回の調査のような小範囲での

 膨大な遺物発見は、他に類をみない記録的な数量にのぼるものといえる。これらの多くは、B

 H1と称した超ロングハウス内部からの検出によるもので、4回に亘る整地層に意図的に敷き

 詰めた状況で出土している。

 遺物は、剥片石器を中心に分類石器と礫器、土器群に分けられ、他に多量の炭化クルミが認

 められた。

 ここでは、土器群と石器群に大別し、その概要を述べることにする。

 Ⅰ出土土器の概要

 今回の調査で検出された土器は、BH1の整地第斑層のA区及びB区を中心に11,839点が認

 められている。この中には、復元完形土器12個体分が含まれているが、土器群の多くは、意図

 的に整地されていることもあって、磨滅を有したものが殆どで、拓本等の図化可能の土器片は、

 僅か1割弱であった。

 第Ⅰ次調査で扱う出土土器としては、文様の比較的明瞭となる186点を対象とするが、後述

 する第Ⅲ次調査～第Ⅷ次調査出土土器も総合した共通の分類基準を設けることにする。出土土

 器を検討するために「施文の分類」・「文様表出技法」・「器形の分類」・「ループ施文等の

 無分区画による文様帯の分類」と四者を選出し、それぞれの分類基準を便宜的に設定すること

 にする。

 以下、簡単に説明を加える。

 なお、第1次調査での各遺構・遺構外の出土数量は次の通り。

 第8表一ノ坂第Ⅰ次調査出土土器総計表

 <住居内出土>

       BH1A区B区C区D区M区計

       第Ⅰ層4765839975513412,948

       第Ⅱ層803109781144712

       第Ⅲ層4583924303682281,876

       第Ⅳ層1,4252,6835943414605,503

       合計2,4393,9682,1181,3411,17311,039







































 <住居跡内遺構出土>

     PY2=8DY3=11DY4=2DY5=33DY6=20

     DY16=2DY18=3DY19=1DY25=52GY10=2

     GY12=4SY8=11SY9=101SY11=17SY13=131

 <遺構外グリット出土>

       GG=30HG=1IG=9JG=11NG=31PG=16QG=14

 耕作土=112

 ・住居跡出土合計=11,039・住居跡内遺構出土合計=380

 ・その他の合計=112・出土土器総数=11,839

 ・住居跡外グリット=308

 1.地文の分類

 第Ⅰ次調査の出土土器を例にとれば、総数11,839点のうち、文様の識別される土器片が9,650点、

 磨滅等によって文様の不明なもの2,080点となる。この中で、縄文原体を地文とする土器片の

 割合は、全体の約55%を占め、6,769点を数える。さらに、地文となる原体を細別して列挙す

 れば、ループ文を有するものが4,162点。単節斜縄文を有するものが1,425点。羽状縄文を構成

 するもの476点。結束縄文を有するもの351点。組紐縄文を主体とするもの218点。

 複節縄文を有するもの96点。撚糸文を有するもの25点。そして、最も少ないのが無節縄文の16

 点であった。こうしてみると、ループ文を地文とする割合が全体の62%を占め、次いで単節斜

 縄文の21%、羽状縄文が7%と続き、他は全て5%未満となっている。

 こうした傾向は、第Ⅲ次調査～第Ⅶ次調査出土の土器においても共通しており、一ノ坂遺跡

 の特徴といえる。以下、地文について細分を試みる。

 1)ループ文『第46図』

 一ノ坂遺跡出土の土器の中で最も用いられている地文がループ文であり、全体の62%を占め

 ている。この仲間の多くは、波状口縁部を呈する深鉢形土器が比較的多くみられ、原体の施文

 方法と撚りの強弱の特徴から次の6グループに分けることが可能であった。

 ・ループA類=LR・RL単節の比較的撚りの硬い原体を用いたループ文である。原体の先

 端部分に圧力を平均的に加えながら回転押捺することによって円に近い「の」

 字状に施文したもの。

 ・ループB類=LR・RL単節の比較的撚りの硬い原体を用いたループ文で、原体の先端か

 ら下半部に圧力をかげながら回転押捺することによりループの下半部の縄文

 が次ぎのループ面に斜行するものを本類とした。





 ・ループC類=LR・RLの前々多条3～4本を用いたループ文で、原体の節が長いのが特

 徴となる。ただし、土器の器面が軟弱な場合は回転方向に流れることによって

 ループA類やループB類の原体でも本類のような効果を表出する場合もある。

 ・ループD類=LR・RL単節の比較的撚りの緩めの原体を用いたループ文で、ループ文の

 下半分を多く残すのを特徴としている。押圧は弱く回転速度も比較的遅く施

 文している。

 ・ループE類=LR・RL単節よるものとLR・RLの前々多条3～4本を用いたものが含

 まれる。ループ部分の先端から延びる縄文を原体を多く残して施文法するの

 が特徴となる。

 ・ループF類=最初の0段階の撚りr・?を緩くした原体を1段階の撚りとなるRL・LR

 の際に強く撚ることによって撚糸状の施文を有するもので、全体のループ文

 の割合からすれば、約1割を占めることから意図的な施文手法と推測される。

 2)無節縄文(?・r)

 縄文原体を地文とする仲間では最も少なく全体の0.2%にすぎない。

 ・無節縄文A=斜縄文を有するもので、2本の原体で施文するもの。

 ・無節縄文B=斜縄文を有するもので、前々多条を3本以上で施文するもの。

 3)単節縄文(LR・RL)

 ループ文の次に多く用いられる地文が単節縄文で、全体の21%をを占めている。この原体には

 前々多条を有するものも数多く存在しており、分析では最高として7本多条を確認することがで

 きた。ここでは、多条とそうでない原体に施文手法の異なり等を細分し、次の9種類に分けてみた。

 ・単節縄文A1=斜縄文を有するもので、2本の原体で施文するもの。

 ・単節縄文A2=斜縄文を有するもので、前々多条を3本ないし4本の原体体にて施文するもの。

 ・単節縄文A3=斜縄文を有するもので、前々多条を5本以上の原体にて施文するもの。

 ・単節縄文B1=左右のLR・RLを用いて羽状縄文を展開するもので、2本の原体で施文

 するもの。

 ・単節縄文B2=左右のLR・RLを用いて羽状縄文を展開するもので、前々多条を3本な

 いし4本の原体にて施文するもの。

 ・単節縄文B3=左右のLR・RLを用いて羽状縄文を展開するもので、前々多条を5本以
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 上の原体にて施文するもの。

 ・単節縄文C1=左右のLR・RLを用いて左右交互の菱形状に羽状縄文を展開するもの

 で、2本の原体で施文するもの。

 ・単節縄文C2=左右のLR・RLを用いて左右交互の菱形状に羽状縄文を展開するもの

 で、前々多条を3本ないし4本の原体にて施文するもの。

 ・単節縄文C3=左右のLR・RLを用いて左右交互の菱形状に羽状縄文を展開するもの

 で、前々多条を5本以上の原体にて施文するもの。

 4)複節縄文(LRL・RLR)

 今回の一ノ坂遺跡で僅かに用いられている原体で、県内の縄文前期初頭の遺跡からはほとん

 ど認められないことから注目される。全体では1.4%を占めている。

 5)撚糸文(r・?)

 ?及びrの原体を棒状工具に巻き付けて施文したもので、僅かに認められている。全体の

 0.4%を占める。

 6)組紐縄文

 大型の深鉢形土器の地文として用いられる例が多く、後述するループ文などに顕著にみられ

 る無文区画に発展するものは確認されていない。全体での約3%ほど含まれている。

 7)結束縄文

 左右の撚りを組み合わせて羽状縄文を構成する施文手法で、ループ文を主体に出土する遺跡

 には比較的多く含まれているのが通常であるが、一ノ坂遺跡に関しては、全体の5%と少ない

 といえる。施文方法より次の二者に分けた。

 ・結束縄文A=結束部分を施文するもの。

 ・結束縄文B=結束羽状縄文を施文するもの

 2.文様表出技法

 縄文原体による施文以外の文様表出技法を分類するもので、地文と共存するものも含め、

 2,881点が確認されている。棒状工具や竹状工具を用いて施文する沈線文や半載竹管を始め次
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 の4グループに分けられる。

 1)竹管文

 ・竹管文A=竹管による円形の突刺を有するもの。

 ・竹管文B=半載竹管で施文した平行沈線文。

 ・竹管文C=半載竹管で平行線を埋めるように連続施文する続突刺文。

 ・竹管文D=半載竹管で連続施文する突刺文。

 2)突刺文

 ・突刺文A=ヘラ状工具の先端で連続施文したもの。

 ・突刺文B=ヘラ状工具を平行に用いた連続突刺文。

 ・突刺文C=棒状工具による連続突刺文。

 3)沈線文

 ・沈線文A=ヘラ状工具による沈線文で断面が「Ⅴ」字状を示すもの。

 ・沈線文B=棒状工具による沈線文で断面が「凹」状を示すもの。

 4)貼付文

 ボタン状の粘土を器面に貼付するもの。

 3.器形の分類『第47図』

 一ノ坂遺跡から出土した土器は、基本的に深鉢形土器に分類される。大半の土器には、煮こ

 ぼれによる炭化物の付着や二次焼成を受けた痕跡を示すことより、煮沸用に使用したものと考

 えられる。また、口径と器高の比率がほぼ等しい大型の深鉢形土器が多いのも特徴で、50㎝以上

 を測る深鉢形土器も5点検出されている。ここでは、器形の特徴から次のように分類してみた。

 ・深鉢形A類=第30図－1を代表としたもので、緩やかな波状口縁部が外反し、胴部がほぼ

 垂直に垂れながら下胴部で曲がりそのまま底部に斜行するのを特徴とするも

 の。大型の深鉢形土器に用いられる。

 ・深鉢形B類=緩やかな波状口縁が大きく口縁部が外反し、球形に近い形で緩やかに胴部が

 曲がり、そのまま底部に移行するのを特徴としている。第29図－1がその典

-63-





 型となるように器高よりも口径の比率が大きく、大型の深鉢形土器にみられる。

 ・深鉢形C類=波状口縁が顕著に発達し、ほぼ直角に口縁部が立ち上がる。胴部は、B類の深

 鉢形土器と同じように、球形に近い形で緩やかに胴部から底部に曲下している。

 ・深鉢形D類=口径を1とした割合の器高は1:1,2を測り、一ノ坂遺跡で最も多くみられ

 るのが本類の器形で、全体の約6割を占めている。口縁部が緩やかに外反

 し、下胴部で曲しながら斜めに垂下して底部と向かうのを特徴としている。

 ・深鉢形E類=口縁部の外反はD類の深鉢形土器と同じであるが胴部のふくらみは少ないこ

 とから長身で細身を有する。第28図－2が代表となるが、全体の中では僅か

 に存在する程度である。

 ・深鉢形F類=比較的小さな深鉢形土器にみられた器形で、外反する口縁部が胴部で急速に

 内反して底部に向かうのを特徴とし、第28図－2が代表となる。

 ・深鉢形G類=波状目縁をなし、外反する口縁部が頸部ですぼまりながら胴部へと広がり、

 下胴部で最大径となる。下胴部からの垂移は極端で、球形を示しながら直ぐ

 に底部となる。そのため、底部は広く特徴的な長身の深鉢形を示している。

 全体の割合は極端に少ない。

 ・深鉢形H類=口縁部が開きながら胴部で僅かに曲して底部に向かう鉢形に近い器形を特徴

 としている。大型の深鉢形に用いられ、縄文原体のみで飾られる場合が多い。

 第43図－1を代表とし、全体の中では少ない器形である。

 ・深鉢形1類=口縁部が僅かに外反し、胴部のふくらみはなく、そのまま底部へ斜行する器

 形である。第28図－3を代表とする。

 4.ループ施文等による無文区画(沈線)の文様帯分類

 縄文前期初頭の関山式の仲間には、器面の一部に特定の空間帯を残し、縄文原体(特にルー

 プ文)を施文する手法が知られている。中には、施文した縄文の一部を消すものや空間部分を

 鄭重に研磨しているものも含まれている。

 こういつた特徴は、縄文中期後葉期に出現する所謂「磨消縄文」に類似するもので、縄文前

 期初頭の文様技法の一手法として確立したと考えざるを得ないものといえる。しかしながら、

 関山期並行の無文区画を有する資料が少ないことや詳しい分析が行われていない現状もあり、

 文様帯(単位文様としての確立)として位置付けることは困難な部分も否定できない。

 幸い、一ノ坂遺跡出土の土器群には、無文区画による文様帯として構成するものが比較的多
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